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　　　　　　　　幼稚園児がお花に水くれ

　6月1日から一週間、　藁水道週間モが始まります。じゃ口をひねれば、いつ

でもどこでも安全でおいしい水を送りつづける水道。この水道は、わたしたち

の生命やくらしに不可欠なものです。ミー滴の水も地球の贈り物、この大切な

水、有意義に使いたいものですね。



　
じ
や
ロ
を
ひ
ね
れ
ば
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
す
き
な
だ
け
、
き
れ
い
な

水
を
送
り
つ
づ
け
る
水
道
。
こ
の
水
道

は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
命
や
く
ら
し
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
（
生
命
線
）
と
し
て
、

と
て
も
大
切
な
働
き
を
し
て
い
る
の
で

す
。　
し
か
し
、
こ
の
水
道
も
毎
日
の
く
ら

し
の
な
か
で
は
、
あ
ま
り
に
も
身
近
に

あ
り
す
ぎ
て
、
あ
ん
が
い
知
ら
な
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
つ
と

し
た
知
識
や
工
夫
に
よ
っ
て
、
快
適
で

豊
か
な
く
ら
し
が
約
束
さ
れ
ま
す
。

　
水
道
に
対
す
る
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
き
、
正
し
く
ご
使
用

さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
水
道
特
集
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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水
道
は
、
み
な
さ
ん
の
家
庭
に
ゆ
た

か
で
、
き
れ
い
な
、
お
い
し
い
水
を
た

え
ま
な
く
送
り
つ
づ
け
る
た
め
に
、
施

設
の
拡
張
や
改
良
、
整
備
工
事
、
あ
る

い
は
日
常
の
運
転
や
管
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
多
額
の
資

金
が
必
要
と
な
り
、
こ
れ
ら
は
国
や
公

庫
な
ど
か
ら
の
借
入
金
で
す
べ
て
を
ま

か
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
借

入
金
は
み
な
さ
ん
か
ら
お
支
払
い
い
た

だ
く
水
道
料
金
収
入
の
な
か
か
ら
毎
年

返
済
し
、
ま
た
利
息
を
払
い
な
が
ら
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
水
道
事
業
は
水
道
料

金
収
入
だ
け
で
ま
か
な
う
独
立
採
算
制

を
と
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

第
四
次
拡
張
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
江
南
町
に
お
い
て
は
、
住
宅

工
場
な
ど
の
新
規
申
し
込
み
が
増
え
る

ほ
か
、
集
落
排
水
の
普
及
に
よ
り
、
水
洗

ト
イ
レ
を
設
置
さ
れ
る
家
庭
が
増
え
る

な
ど
、
生
活
様
式
の
変
化
に
よ
り
水
の

使
用
量
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
お
り
、

今
後
も
、
増
大
し
て
い
く
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
町
で
は
長

期
的
な
水
需
要
に
対
応
し
、
安
全
か
つ

安
定
し
た
給
水
を
す
る
た
め
、
目
標
年

度
を
平
成
七
年
度
と
し
た
第
四
次
拡
張

事
業
の
認
可
を
取
得
し
、
平
成
元
年
度

か
ら
平
成
六
年
度
の
継
続
事
業
と
し
て

浄
水
場
の
県
水
受
水
施
設
、
配
水
池
、

配
水
ポ
ン
プ
棟
、
配
水
ポ
ン
プ
、
電
気

計
装
設
備
の
施
設
整
備
及
び
配
水
管
網

の
整
備
な
ど
の
工
事
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　
す
で
に
本
年
三
月
ま
で
に
、
浄
水
場

の
工
事
は
す
べ
て
竣
工
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
配
水
施
設
能
力
が

一
〇
、
○
○
○
㎡
／
日
と
な
り
、
使
用

量
が
多
く
な
る
夏
も
余
裕
の
あ
る
給
水

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た

昨
年
四
月
か
ら
は
、
県
水
（
利
根
川
の

水
）
を
受
水
す
る
こ
と
が
で
き
、
冬
の

井
戸
渇
水
に
よ
る
給
水
制
限
な
ど
の
心

配
も
な
く
な
り
、
安
定
し
た
給
水
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
は
、
水
道
管
が
細
い
た

め
水
圧
が
低
く
水
の
出
が
悪
い
地
域
に

対
し
、
水
道
本
管
の
布
設
工
事
な
ど
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
工
事
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

水
の
上
手
な
使
い
方

　
水
は
無
限
に
あ
る
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
電
気
や
ガ
ス
と
同
じ
よ
う
に
、

わ
た
く
し
た
ち
の
手
で
つ
く
り
だ
す
も

の
で
す
。
水
も
大
切
な
資
源
と
し
て
、

上
手
に
使
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
●

　じゃ口の開け閉めにちょっ

と気をつけるだけで、おどろ

くほど使用水量がちがってき

ます。

　“ためすすぎ”では1回200リ

ットルですむ洗濯も、流しす

すぎでは2倍以上の420リッ

トルも使います。

　小さめの浴そうでも200リ

ットルの水が入るため、残り

湯はすてないで掃除や洗濯な

どに再利用するよう心がけま

しよう。

　バケッ洗いでは5杯ですむ

洗車も、ホースでの流し洗い

では6倍の30杯以上必要です

盤♂

，、1郷

　灘．〉

’、　　▽獄版、、

疑…一駄蘇
船・　轄穣声
．
、

＼

〆
’

寸沸

　
　
ベ
ゼ

轟
総
熱
ず
論
，
騙

　
　
　
　
　
認
　
勲
義
・
§

　
　
　
　
瀬
鰯

　
　
．
、
態

（2）



水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

こ
ん
な
と
き
に
は

　
　
　
お
届
け
く
だ
さ
い

○
家
を
新
築
な
さ
る
と
き

O
引
越
し
て
来
ら
れ
る
と
き

O
引
越
し
て
行
か
れ
る
と
き

○
水
道
の
所
有
者
が
変
る
と
き

○
水
道
の
使
用
者
が
変
る
と
き

O
長
い
間
お
留
守
に
さ
れ
る
と
き

O
ア
パ
ー
ト
の
よ
う
な
場
合
で
、
使
用

　
者
や
代
表
者
が
変
る
と
き

　
以
上
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
一
週
間

く
ら
い
前
ま
で
に
、
必
ら
ず
水
道
課
ま

で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

水
道
料
金
と
お
支
払
い
方
法

　
水
道
料
金
は
、
基
本
料
金
（
使
用
水

量
に
か
か
わ
ら
ず
か
か
る
料
金
）
と
従

量
料
金
（
使
用
水
量
に
応
じ
て
か
か
る

料
金
）
か
ら
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
一
般
家
庭
（
二
ヵ
月
）
で
5
8

㎡
使
っ
た
場
合
の
水
道
料
金
を
計
算
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
計
算
方
法
は
次
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　　　　　〉水道料金の計算例く

☆一般家庭・使用水量58㎡（2ヵ月検針の場合

　④基本料金　　20㎡まで……………1，600円

　㊥従量料金

　　21㎡～40㎡…………110円×20㎡＝2，200円

　　41㎡～58㎡…………120円×18㎡ニ2，160円

　　　　計　　　　　　　　　　　　　5，960円
※上記により算出された額に畳器を乗じてくだ

　さい。

　5，960×103－6，138（1円未満は切り拾て）
　　　　　100
　58㎡…一一・6，138円

　
水
道
料
金
の
請
求
は
、
一
般
家
庭
の

場
合
、
検
針
月
の
翌
月
、
二
ヵ
月
に
一

回
で
す
。
水
道
料
金
は
、
口
座
振
替
、

直
接
納
付
、
納
税
組
合
の
う
ち
、
い
ず

れ
か
の
方
法
に
よ
っ
て
お
支
払
い
い
た

だ
き
ま
す
。
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、擁グ
甑・，、　イ　水道料金の通知　　　．

雛溺』世戴
　㌔　．水道料金の支払しい霊
　水道課
　　　　　　　　　　　　　　金

　
お
支
払
い
に
は
、
大
変
使
利
な
ロ

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
を
し
て
い

た
だ
く
と
、
あ
と
は
あ
な
た
の
預
金
口

座
か
ら
自
動
的
に
水
道
料
金
が
支
払
わ

れ
ま
す
。
留
守
が
ち
な
人
、
お
忙
が
し

い
人
、
共
働
き
の
人
、
商
売
を
さ
れ
て

い
る
ご
家
庭
で
は
特
に
便
利
で
す
。

ロ
座
振
替
の
お
申
し
込
み
は

　
役
場
水
道
課
、
又
は
あ
な
た
が
お
取

り
引
き
を
し
て
い
る
金
融
機
関
へ
、
預

金
に
ご
使
用
に
な
っ
て
い
る
印
鑑
と
通

帳
、
最
近
お
支
払
い
い
た
だ
い
た
水
道

料
金
の
領
収
書
を
、
お
持
ち
に
な
っ
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
簡
単
な
手
続

き
を
一
度
す
る
だ
け
で
も
う
安
心
で
す
。

水
道

　
メ
ー
タ
ー

　
　
　
と
検
針

　
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、

皆
さ
ん
が
ご
使
用
に
な
っ

た
水
量
を
正
確
に
計
り
、

計
算
資
料
と
し
ま
す
。

i
タ
ー
の
検
針
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
道
料
金
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
水
道
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
基
準
日
を
決
め
、

検
針
員
が
二
ヵ
月
ご
と
に
お
う
か
が
い

し
て
使
用
水
量
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

検
針
し
た
使
用
水
量
は
、
翌
月
水
道
料

金
と
し
て
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
み
な
さ
ん
の
ご

家
庭
と
水
道
課
を
結
ぶ
大
切
な
窓
口
で

す
。
い
つ
も
正
確
に
能
率
よ
く
検
針
が

　
　
●

で
き
る
よ
う
に
、

を
お
願
い
し
ま
す
。

O
犬
は
放
し
飼
い
に

　
し
な
い
で
、
出
入

　
口
や
水
道
メ
ー
タ

　
ー
器
か
ら
離
し
て

　
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

　
ク
ス
の
上
に
は
物
を

　
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

み
な
さ
ん
の
ご
協
力

！穐・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

O
家
の
増
改
築
な
ど
で
水
道
メ
ー
タ
ー

　
が
床
下
や
屋
内
に
な
る
と
き
は
、
屋

　
外
の
見
や
す
い
場
所
に
移
し
て
く
だ

　
さ
い
。

水
道
が
故
障
し
た
と
き

　
漏
水
は
、
大
切
な
水
を
無
駄
に
す
る

ば
か
り
で
な
く
、
ご
家
庭
の
水
道
料
金

負
担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
わ
ず
か
な

漏
水
で
も
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
か
な

い
で
す
ぐ
に
修
理
す
る
よ
う
に
し
ま
し

よ
一
フ
○

●
じ
ゃ
ロ
か
ら
の
漏
水
は

　
殆
ん
ど
の
場
合
、
コ
マ
や
パ
ッ
キ
ン

　
を
取
り
替
え
る
だ
け
で
直
り
ま
す
。

●
水
洗
便
所
な
ど
の
漏
水
は

　
便
器
の
中
を
い
つ
も
水
が
流
れ
て
い

　
る
と
き
は
漏
水
で
す
。
す
ぐ
に
修
理

　
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
水
洗
便
所
、
ガ
ス
湯
沸
器
、
太
陽
・

　
電
気
温
水
器
な
ど
の
修
理
は
、
器
具

　
を
設
置
し
た
指
定
工
事
店
又
は
販
売

　
店
、
器
具
メ
ー
カ
ー
に
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。

　
水
道
課
で
は
修
理
を
行
い
ま
せ
ん
。

嫌

お
問
合
せ
・
ご
相
談
は
…

　
水
道
に
関
す
る
こ
と
な
ら
、
ど
ん
な

こ
と
で
も
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
役
場
水
道
課
　
三
六
－
一
五
二
一

　
　
　
　
　
　
内
線
二
三
二
、
二
五
三

水
道
の
故
障
・
修
理
は

当
番
の
指
定
工
事
店
へ

6月の当番 工事店名 電話番号

1・6・11・16・21・26 ㈱光　栄建　設 36－1052
2・7・12・17・22・27 ㈱　コ　バ　ヤ　シ 36－1206
3・8・13。18・23。28 ㈲笠原設備工業所 36－3662
4・9・14・19・24・29 ㈲松　本　設備 36－5177
5・10・15・20・25・30 ㈲加藤ポンプ店 36－0310

（3）



　　　　埼玉県知事選挙　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から
《各投票所》　投票日6月21日（日）午後6時まで

告
示
日
：

投
票
日
：

開
票
日
：

開
票
所
：

：
六
月
一
日
　
　
　
（
月
）

：
六
月
二
十
一
日
（
日
V

午
前
七
時
か
ら
午
後
六

時
ま
で

・
・
即
日
開
票

午
後
七
時
よ
り

：
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
日
本
国
民
で
年
齢
満
二
十
歳
以
上
で

江
南
町
に
引
き
続
き
三
ヵ
月
以
上
住
所

が
あ
り
、
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
か
た
。

選
挙
時
登
録
基
準
日
…
五
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

選
挙
時
登
録
日
…
…
…
五
月
三
十
一
日

　
し
た
が
っ
て
、
公
職
選
挙
法
に
よ
る

選
挙
権
の
条
件
は
　
奪

◎
　
昭
和
四
十
七
年
広
月
二
十
二
日
以

　
前
に
生
ま
れ
た
か
た
で

◎
　
平
成
四
年
二
月
二
十
九
日
以
前
か

　
ら
江
南
町
に
住
ん
で
い
て

◎
　
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
引
き
続
き

　
記
録
さ
れ
て
お
り
、
選
挙
人
名
簿
に

　
登
録
さ
れ
て
い
る
か
た
。

★
埼
玉
県
内
の
他
市
町
村
へ
転
出
さ
れ

　
る
人
へ

　
平
成
四
年
三
月
一
日
以
降
、
埼
玉
県

内
の
他
市
町
村
へ
転
出
さ
れ
る
人
は
、

投
票
日
当
日
は
、
前
住
所
地
の
投
票
所

で
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
投
票
が
で
き
る
人
は
、
つ

ぎ
の
要
件
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
前
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
こ
と

●
転
出
先
の
市
町
村
が
発
行
す
る
「
引

き
続
き
県
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証

明
書
」
ま
た
は
「
住
民
票
の
写
し
」
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
一
度
転
出
し
た
後
、
さ
ら
に

他
の
市
町
村
へ
転
出
す
る
と
、
原
則
と

し
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
く
わ
し
く
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
投
票
入
場
券
を
よ
く
ご
覧
い
た
だ
き
、

入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
へ

入
場
券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
入
場
券
を
粉
失
し
た
場
合
で
も
、
投

票
日
に
投
票
所
の
受
付
に
申
し
出
れ
ば

投
票
で
き
ま
す
。
ま
た
、
入
場
券
が
届

か
な
か
っ
た
場
合
は
、
町
選
挙
管
理
委

員
会
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
所
は
、
い
ま
ま
で
ど
お
り
五
ヵ

所
設
置
し
ま
す
。
各
投
票
区
投
票
所
は

図
の
と
お
り
で
す
。

●町内の各投票所

…ii礁劇
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灘麟 江南北小学校体育館
……第畿　

縫　』…購　……ヒ・ 板井農業研修センター

舞娃 江南南小学校体育館
　「羅1灘雪
「
、
i
i
i』悶備
町　　民　　体　　育　　館

投
票
は
、
投
票
日
に
有
権
者
が
投
票

所
に
行
っ
て
、
自
分
で
候
補
者
の
氏
名

を
書
い
て
投
票
す
る
の
が
原
則
で
す
。

　
し
か
し
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
ょ

っ
て
、
投
票
日
に
自
分
で
投
票
で
き
な

い
場
合
の
例
外
と
し
て
不
在
者
投
票
制

度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
選
挙
人
（
有
権
者
）
が
、
自
分
の
投

　
票
区
域
外
で
職
務
に
従
事
し
て
い
る

　
場
合
（
出
張
な
ど
）

●
選
挙
人
が
、
や
む
を
得
な
い
用
務
や

　
事
故
の
た
め
、
町
を
離
れ
て
旅
行
中

　
ま
た
は
滞
在
中
の
場
合
（
新
婚
旅
行

　
な
ど
）

●
選
挙
人
が
、
病
気
、
負
傷
、
妊
娠
な

　
ど
の
た
め
、
歩
行
が
著
し
く
困
難
な

　
場
合
。

期
間
六
月
一
日
㈲
か
ら
六
月
二
十

　
　
　
　
日
q
D
（
投
票
日
の
前
日
）
ま
で

時
間
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

　
　
　
　
五
時
ま
で

場
所
江
南
町
役
場
内

持
参
す
る
も
の
　
入
場
券
と
印
か
ん

江
南
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
a
三
六
－
一
五
二
一
内
線
二
二
六

（4）

第一投票所

　御正駐在所

農業総合

センターコ 農協

至川本町
　　　　　　　●　●県道富田熊谷線　　　　　　至熊谷
　　　　　　　●●

第二投票所

●●
　　　至熊谷●●

至川本町

　　　県道富田熊谷線

　　江南北小学校

江南荘

第三投票所

b
『
」
●
●
「

　
　
　
　
　
　
●

板井研修センター

一　宝光寺

「

第四投票所

大沼公園

江南農協
南支所

小原駐在所

江南町

民体育館

第五投票所

江南町役場

至小川

　　県道熊谷・小川線



第
一
日
・

二
日
目
　
江
南
畢
成
田
畢
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
市
内
ほ
か

　
平
成
三
年
度
、
第
二
回
江
南
町
海
外

視
察
が
平
成
四
年
一
月
二
十
八
日
か
ら

八
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

回
か
ら
七
回
に
わ
た
り
、
一
日
ご
と
の

感
想
を
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
た
も
の

を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
た
だ
し
、
今
回

は
初
日
と
二
日
目
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　
一
月
二
十
八
日
、
午
後
一
時
半
よ
り

吉
田
団
長
以
下
十
五
名
元
気
に
そ
ろ
い

出
発
式
を
勤
労
セ
ン
タ
ー
に
て
行
い
、

町
長
よ
り
出
発
に
あ
た
っ
て
あ
い
さ
つ

を
受
け
て
午
後
二
時
に
成
田
に
向
い
役

場
を
出
発
す
る
。

　
午
後
四
時
五
十
分
、
成
田
に
到
着
。

そ
の
後
、
搭
乗
手
続
き
を
済
ま
せ
機
内

へ
、
午
後
九
時
離
陸
す
る
。
機
内
放
送

に
よ
る
と
ケ
ア
ン
ズ
ま
で
の
所
要
時
間

七
時
間
、
日
本
と
の
時
差
は
二
時
間
と

の
こ
と
。

　
午
前
六
時
三
分
ケ
ア
ン
ズ
空
港
に
到

着
す
る
。
空
港
内
は
色
彩
が
鮮
や
か
で

外
国
人
の
服
装
も
派
手
だ
が
、
身
の
こ

な
し
や
働
い
て
い
る
動
作
な
ど
日
本
人

に
較
べ
る
と
、
こ
せ
こ
せ
し
て
い
な
い

様
子
が
見
ら
れ
、
や
は
り
大
陸
に
住
む

人
の
違
い
か
な
と
思
わ
れ
た
。

　
一
時
間
ほ
ど
の
休
憩
時
間
が
あ
る
の

で
、
売
店
で
買
物
を
し
て
み
る
。
コ
ア

ラ
、
カ
ン
ガ
ル
ー
の
ぬ
い
ぐ
る
み
が
目

に
つ
き
、
さ
す
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と

い
う
感
じ
が
す
る
。
食
生
活
に
関
心
が

あ
っ
た
の
で
、
売
店
を
の
ぞ
い
て
見
る

と
飲
物
は
比
較
的
安
く
、
野
菜
な
ど
の

料
理
は
高
い
と
思
わ
れ
た
。

　
再
び
飛
行
機
に
乗
り
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン

に
向
か
う
。
空
は
快
晴
で
は
る
か
下
の

方
に
真
っ
白
な
雲
が
雪
の
よ
う
に
見
え

高
さ
を
実
感
す
る
。
海
も
青
か
っ
た
。

　
午
前
九
時
四
十
分
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
空

港
に
到
着
。
現
地
ガ
イ
ド
さ
ん
の
出
迎

え
を
受
け
専
用
バ
ス
に
て
市
内
視
察
に

向
か
う
。

　
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
は
、
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ

ン
ド
の
州
都
で
シ
ド
ニ
ー
、
メ
ル
ボ
ル

ン
に
続
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
第
三
の
都

　
　
　
　
　
　
橋
本
和
子

　
　
　
　
　
　
大
谷
千
恵
子

市
で
あ
り
、
街
路
樹
に
真
っ
赤
な
ポ
イ

ン
セ
チ
ア
や
フ
ェ
ニ
ッ
久
ス
が
い
た
る

所
で
見
ら
れ
、
高
層
ビ
ル
の
谷
間
に
ト

ロ
ピ
カ
ル
ム
ー
ド
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　
沖
縄
の
緯
度
に
当
た
り
亜
熱
帯
気
候

で
あ
る
が
、
年
間
を
と
お
し
て
過
ご
し

や
す
い
と
い
う
。
街
の
中
で
出
会
っ
た

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
服
装
は
ワ
イ
シ
ャ
ツ

と
半
ズ
ボ
ン
で
背
広
姿
に
は
お
目
に
か

か
ら
な
か
っ
た
。
珍
し
い
服
装
と
い
う

の
か
、
男
性
の
ス
タ
イ
ル
に
驚
い
た
。

市
佳
地
は
碁
盤
の
目
状
に
区
画
整
備
さ

れ
て
お
り
、
市
街
地
を
抜
け
郊
外
へ

行
く
と
信
号
が
な
い
。
そ
れ
は
、
ラ
ウ

ン
ド
ア
バ
ウ
ト
と
言
っ
て
十
字
路
は
直

進
出
来
な
い
様
に
中
心
が
リ
ン
グ
形
に

　
　
●

な
り
、
そ
れ
か
ら
四
つ
の
路
に
別
れ
て

い
る
の
で
、
信
号
が
無
く
て
も
済
む
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
ロ
ー
ン
パ
イ
ン
保
護
区
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
や
鉄
格
子
で
囲
っ
て
し
ま
う
の

で
は
な
く
自
然
に
生
息
し
て
い
る
状
態

で
動
物
が
飼
育
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
保
護
区
は
日
本
人
が
経
営
し
て
い

る
と
の
こ
と
。

　
一
日
十
八
時
間
も
眠
る
と
言
わ
れ
て

い
る
コ
ア
ラ
は
ア
ボ
リ
ジ
ニ
語
で
水
を

飲
ま
な
い
と
言
う
意
味
で
ユ
ー
カ
リ
の

木
の
上
に
す
み
、
ユ
ー
カ
リ
の
葉
き
り

食
べ
な
い
動
き
の
鈍
い
お
と
な
し
い
動

物
で
あ
る
。
両
手
を
お
な
か
の
前
に
連

ね
て
係
員
に
乗
せ
て
も
ら
い
、
記
念
撮

影
。
い
が
い
と
重
い
と
言
う
の
が
実
感

で
あ
っ
た
。

　
コ
ア
ラ
の
他
に
も
カ
ン
ガ
ル
i
、
エ

ミ
ュ
ー
な
ど
が
自
由
に
歩
き
回
っ
て
い

た
。
面
白
い
こ
と
に
カ
ン
ガ
ル
ー
も
エ

ミ
ュ
ー
も
前
進
は
す
る
が
、
後
退
の
出

来
な
い
動
物
と
の
こ
と
。
そ
こ
で
、
こ

の
国
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
航
空
会
社
を

は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
広
告
、
お
金
に
こ

の
カ
ン
ガ
ル
ー
の
飛
び
は
ね
て
い
る
絵

が
描
か
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
前
進
し
よ

う
と
す
る
意
気
込
み
が
国
全
体
に
み
な

ぎ
っ
て
い
た
。

　
保
護
区
の
見
学
終
了
後
、
宿
泊
地
の

ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
ヘ
向
か
う
。

　
世
界
一
長
い
高
速
道
路
を
走
る
。
料

金
は
無
料
と
の
こ
と
。
さ
す
が
に
福
祉

国
家
で
あ
る
と
感
じ
た
。
沿
道
は
ほ
と

ん
ど
草
原
で
気
温
が
高
い
が
雨
が
少
な

い
の
か
、
草
は
秋
の
よ
う
に
茶
色
の
枯

れ
草
の
中
に
緑
の
草
が
生
え
変
わ
っ
て

き
た
と
言
う
感
じ
の
草
原
で
地
面
の
色

は
レ
ン
ガ
色
を
し
て
い
て
、
い
か
に
も

砂
漠
の
よ
う
に
思
え
る
。
草
原
の
中
に
、

た
ま
に
杉
の
木
の
よ
う
な
木
が
パ
ラ
パ

ラ
と
立
っ
て
い
る
。
車
窓
か
ら
田
圃
や

畑
は
な
い
か
見
て
い
た
が
、
住
民
が
た

ま
に
見
え
る
だ
け
で
農
夫
ら
し
き
人
に

は
全
然
出
会
う
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
は
、
三
十
㎞
に

も
お
よ
ぶ
美
し
い
海
岸
線
の
総
称
で
サ

ー
フ
ァ
ー
ズ
、
マ
ー
メ
イ
ド
な
ど
と
言

う
十
数
ヵ
所
の
ビ
ー
チ
か
ら
成
り
立
っ

て
い
る
。
平
均
の
晴
天
日
が
年
間
二
百

八
十
七
日
と
言
ヶ
だ
け
あ
っ
て
窓
か
ら

見
た
海
岸
線
は
海
と
空
の
青
さ
、
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
の
緑
が
太
陽
に
ま
ぶ
し
く
輝

い
て
い
た
。

　
午
後
四
時
十
分
に
ホ
テ
ル
到
着
。

疲
れ
た
が
雄
大
な
大
地
や
景
色
、
珍
し
励

い
動
物
が
見
ら
れ
貴
重
な
一
日
で
し
た
。
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自転車の安全な乗り方教室

　　　　　　　　　　　　　響》

　4月23日、江南中学校で新入生（197名）

を対象に交通安全教育指導が中学校校庭

で行われました。

　これは、通学および日常生活における

交通ルールや交通安全についての知識を

学ぶもので、熊谷警察署のおまわりさん

や交通指導員さんの見守るなか、自転車

↓
0
互
O
ω

難　鱗難

　御正新田でマスつり大会

　5月5日の子どもの日に御正新田地区

で、恒例となった子どもマスつり大会が

行われました。

　農業用水路をせき止め、そこへ放流し

たニジマスは約110キロ。午前9時から始

まり、集った人は200名以上、子どもにま

じって大人も参加し、大会は午前中で終

了しましたが、子どもはもちろん、大人

も十分に楽しめた一日でした。

穐、聡 襲 蕉・・磁’

懸1｝ζ・』麟 鷺雛藏

　　　仲人さんに感謝状

　4月28日、複合施設3階の議会会議室

で農業後継者のみなさんに仲介の労をと

った媒始人の褒賞式が行われました。

　仲人をしていただいた5名のかたの功

労をたたえるために、感謝状と褒賞金が

贈られました。これからも豊かな経験を

生かして、ご活躍いただきたいものです。

（6）



トピツワス 身近かな話題、ホ・ソトなニュース壼お寄せくだごし、。

鍵露饗
　　　　　　■ソ　曽贈　角

鑛鐸

繍職馨、

町内のカーブミラーをきれいに

　　　4月19日（日〉昨年に引き続き、小原・御

　　正駐在所連絡協議会、江南町交通指導員

　　じりの天候のなかを手際よく、1枚1枚

　　手で拭かれたカーブミラーは、見ちがえ

　　るほどきれいになりました。

　　　町内の交通事故がすこしでも減るよう、

　　今後もこの奉仕活動を続けるとはりきっ

　　ていました。

￥’クリーンハイキング”

　㈱ゼクセル江南工場で、地球環境保護

活動と社会貢献活動の一環として、工場

周辺をハイキングしながら空カンやゴミ

拾いを行う　「クリーンハイキング」が4

月19日に実施されました。

　昨年に続いて行われたこの活動には、

町内の文殊寺までのニコースに約130名

が参加し、ゴミ袋を色分けした分別収集

で行われ多くの空カン、空びん、ゴミが

集まりました。

　今後もこの活動を定着させていきたい

とのことでした。

戯

葦

襲　　　麟　　灘　…li慧　縷　　　　1

繋灘韓鍵灘灘灘灘難警

鑛灘鍵・

8、

埼玉県消防操法大会出場結団式

　8月19日開催される、第17回埼玉県消

防操法大会に江南町消防団が出場するこ

とになり、5月17日町勤労福祉センター

で結団式が行われました。

　この操法大会は、消防団員の技術の向

上と士気の高揚を図り、消防活動の充実

発展に寄与することを目的としています。

町消防団は昭和55年に出場し、準優勝に

輝き、今回も入賞を目指し夜間や休日を

返上しての訓練が行われ、期待にこたえ

るようがんばっています。

（7）



OOO◆◎◎り

婦砺ゆ

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
乳
幼
児
（
乳

り

鱒
児
・
一
歳
半
児
・
三
歳
児
）
健
診
の
ほ

ゆ

婦
か
に
、
二
～
三
ヵ
月
児
を
対
象
と
し
た

鱒
・
乳
児
相
談
、
十
一
～
十
二
ヵ
月
児
を
対

漏鱒
象
と
し
た
一
歳
児
相
談
を
実
施
し
て
い

ゆ

鱒
ま
す
。

OoAoAOAoA◎AoAoAoAoA◆AoAoAoAoA◎AoA◎A◎A◎A◎A◎AoAo

し孚

圏
覇
乳
幼
児
の
健
康
相
談
に

児

相

談

　
生
後
二
～
三
ヵ
月
頃
に
な
る
と
、
物

を
じ
っ
と
見
た
り
・
目
で
追
っ
た
り
、

・
あ
や
す
と
笑
っ
た
り
、
表
情
が
あ
ら
わ

・
れ
か
わ
い
ら
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。
昼

励
間
は
起
き
て
、
夜
は
眠
る
と
い
う
睡
眠

励
の
リ
ズ
ム
が
つ
く
ら
れ
る
時
期
で
も
あ

ゆ

㈱
り
ま
す
。

鱒・
　
育
児
に
つ
い
て
の
悩
み
事
も
出
て
く

婦
幅
る
こ
ろ
で
す
。
た
と
え
ば
、
抱
き
ぐ
せ
、

ゆ

鱒
ミ
ル
ク
の
飲
み
が
悪
い
、
離
乳
食
は
ど

M
う
す
ず
め
て
い
け
ば
…
…
な
ど
、
特
に

幅
・
初
め
て
の
お
子
さ
ん
を
育
て
る
お
母
さ

励
励
ん
に
と
っ
て
心
配
ご
と
は
つ
き
な
い
か

り

馳
も
し
れ
ま
せ
ん
。
育
児
書
と
に
ら
め
っ

婦
こ
し
て
一
人
で
悩
ん
で
い
る
お
母
さ
ん

鱒
ま
ず
は
保
健
婦
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん

◎
か
。

㈲
　
相
談
内
容
は
、
身
体
計
測
、
運
動
・

ゆ

鱒
精
神
発
達
の
チ
ェ
ッ
ク
、
育
児
に
つ
い

て
の
話
な
ど
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
、
や

は
り
赤
ち
ゃ
ん
が
好
き
な
よ
う
で
、
隣

り
に
横
に
な
っ
て
い
る
友
達
を
じ
っ
と

興
味
ぶ
か
げ
に
み
つ
め
て
い
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
お
友
達
と
会
え
る
機
会
は
、

な
か
な
か
な
い
も
の
で
す
。
お
母
さ
ん

も
た
く
さ
ん
の
赤
ち
ゃ
ん
を
み
る
こ
と

は
大
切
な
こ
と
で
す
。
親
子
で
友
達
を

つ
く
る
場
に
も
な
り
ま
す
。

歳
　
児
　
相
　
談

　
一
歳
頃
に
な
る
と
、
お
母
さ
ん
の
そ

ば
で
ひ
と
り
で
機
嫌
良
く
遊
べ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
い
た
ず
ら
も
好
奇
心
の

あ
ら
わ
れ
で
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
思

い
が
け
な
い
ケ
ガ
や
事
故
に
あ
う
可
能

性
も
高
く
な
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
こ

れ
ら
の
大
部
分
は
親
の
注
意
で
防
げ
ま

す
の
で
、
年
齢
に
よ
る
事
故
内
容
の
特

徴
を
つ
か
ん
で
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
歯
が
数
本
生
え
、
食
事
も
離

乳
食
か
ら
幼
児
食
へ
と
移
り
か
わ
る
時

期
で
す
が
、
離
乳
が
終
わ
っ
た
か
ら
と

言
っ
て
、
す
ぐ
に
大
人
の
食
事
が
食
べ

ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
に
、
育
児
に
つ
い
て
新
た
な
不
安

と
心
配
を
も
つ
お
母
さ
ん
が
増
え
て
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

つ
い
て
麗
睡
翻
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
噂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
噂

　
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
相
談
内
容
は
、
身
体
計
測
・
歯
の
ブ
ゲ
ゆ

　
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
・
育
児
に
つ
い
て
の
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憐

　
話
な
ど
で
す
。
お
母
さ
ん
同
志
で
情
報
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

　
交
換
し
て
み
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
乳
幼
児
相
談
は
、
対
象
者
数
が
十
五
伊
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
名
前
後
で
す
の
で
、
健
診
に
比
べ
時
間
び
噂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
的
に
ゆ
と
り
が
あ
り
ま
す
。
育
児
書
と
憐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
㊨

　
に
ら
め
っ
こ
な
ど
せ
ず
に
、
ま
ず
は
こ
・

　
ど
も
の
様
子
を
良
く
観
察
し
た
り
、
触
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
自
分
で
槻

　
問
題
解
決
で
き
る
力
を
養
う
た
め
に
、
伊
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
ぜ
ひ
、
乳
幼
児
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
㈱

　
対
象
者
に
は
個
人
通
知
を
お
出
し
し
ま
㈱

　
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

○
　
◎
　
○
　
◎
　
O
　
O
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O
　
O
　
O
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0
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O
　
O
　
O
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O
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O
　
O
　
O
　
◆
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O
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O
　
O
　
O
　
O
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O
　
O
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O
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◎
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O
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O
　
O
　
◎
　
O
　
O
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○
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0
㊥
0
⑨

　
四
月
十
五
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の

五
日
間
、
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
剣

道
教
室
が
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
　
こ
の
教
室
は
、
新
し
く
剣
道
を
始
め

る
小
学
三
～
六
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ

十
二
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
剣
友

会
の
人
た
ち
の
指
導
に
よ
り
、
す
で
に

剣
道
を
や
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
と
い

っ
し
ょ
に
基
本
か
ら
指
導
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

　
五
日
間
の
教
室
で
技
だ
け
で
な
く
礼

儀
作
法
も
身
に
つ
き
、
充
実
し
た
教
室

に
な
り
ま
し
た
。

　
第
十
四
回
江
南
町
卓
球
大
会
が
四
月

十
九
日
、
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
町
外
か
ら
も
多
く
の
参
加
が
あ
り

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
町
内

か
ら
は
、
卓
球
愛
好
会
か
ら
多
く
の
出

場
が
あ
り
、
試
合
だ
け
で
な
く
大
会
の

運
営
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

▼
一
般
男
子
の
部

優
勝
関
塚
浩
二
（
深
谷
市
）

準
優
勝
　
森
川
正
寛
（
熊
谷
市
）

三
　
位
　
山
本
龍
治
（
北
本
市
）

▼
ベ
テ
ラ
ン
男
子
の
部
（
4
5
歳
以
上
）

優
　
勝
　
平
山
雅
康
（
江
南
町
）

準
優
勝
　
小
沢
信
之
（
江
南
町
）

三
　
位
　
波
田
野
秀
夫
（
花
園
町
）

▼
一
般
女
子
の
部

優
　
勝
　
内
田
早
苗
（
江
南
町
）

準
優
勝
　
小
林
俊
江
（
北
本
市
）

　
三
　
位
　
飯
塚
恭
子
（
江
南
町
）

（8）



　
　
祉
見

　
悪
場
は
「
ア
ク

場
東
」
と

に
あ
り
ま
す
。

い
ま
す
が
、

地
名
は
語
る

「
悪

　
　
　
　
　
　
　
バ
」
と
読
ま
れ
、
「
悪

　
　
　
　
「
悪
場
南
」
が
町
の
中
央
部

　
　
　
　
　
　
大
字
は
樋
春
に
属
し
て

　
　
　
　
　
か
つ
て
樋
春
村
の
入
会
地

で
あ
っ
た
名
残
の
よ
う
で
す
。
地
名
の

残
る
土
地
を
み
る
と
、
悪
場
東
は
干
い

た
台
地
上
と
湿
潤
な
谷
が
占
め
て
い

ま
す
。
悪
場
南
は
中
沼
に
面
す
る
谷

地
形
の
場
所
で
す
。
両
地
点
と
も
幾
度

か
開
墾
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
地
目
は
山

林
が
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
地
名
の
東

・
南
の
方
向
か
ら
み
る
中
心
地
点
は
、

「
大
原
」
に
当
り
ま
す
。
等
高
線
を
み

る
と
大
原
か
ら
山
神
付
近
は
悪
場
東
へ

向
う
方
向
と
悪
場
南
へ
向
う
方
向
の
分

水
堺
に
当
っ
て
い
ま
す
。
目
に
見
え
る

程
の
境
界
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
雨
水
の

流
路
を
分
け
て
い
た
よ
う
で
す
。
し
か

し
田
を
潤
す
程
の
水
量
で
は
な
く
、
さ

り
と
て
、
畑
に
耕
す
に
は
あ
ま
り
適
さ

な
か
っ
た
ら
し
く
、
昭
和
二
十
年
代
の

航
空
写
真
を
見
て
も
山
林
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。

　
地
名
辞
典
等
に
よ
る
と
悪
場
は
、
「
ア

ク
」
が
、
ア
タ
ト
・
ア
ク
ツ
・
ア
ク
タ

・
ア
ク
バ
等
に
同
類
の
意
味
が
あ
り
低

湿
地
・
耕
作
に
適
さ
な
い
土
地
と
い
う

こ
と
か
ら
、
悪
い
土
地
の
意
味
を
持
つ

よ
う
で
す
。
こ
の
場
合
の
悪
い
土
地
と

は
作
物
の
稔
り
が
良
く
な
い
と
い
う
こ

場
」

第24話

と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
の
様
な
所

は
、
動
植
物
の
憩
う
オ
ア
シ
ス
と
な
り
、

山
林
は
保
水
酒
養
林
と
な
り
ま
す
。

「
ア
ク
」
は
こ
の
よ
う
に
水
を
指
し
ま

す
。
そ
し
て
「
ア
ク
」
の
語
自
体
が
、

「
ア
ク
ア
」
　
（
ラ
テ
ン
語
・
ギ
リ
シ
ャ

・
ロ
ー
マ
時
代
の
標
準
語
）
か
ら
来
て

お
り
、
　
「
ア
カ
」
　
（
關
伽
）
も
同
じ
意

味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
古
い
時
代
に
日

本
へ
入
っ
た
言
葉
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
町
内
で
は
、
戦
国
時
代

末
の
後
北
条
氏
の
家
臣
団
名
簿
に
「
關

加
井
坊
」
の
名
が
み
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
仏
に
供
え
る
浄
水
を
汲
む
．

井
戸
の
あ
る
場
所
・
人
を
呼
ん

だ
名
前
の
よ
う
で
す
。

「
悪
」
は
総
じ
て
あ
ま
り
良
懸
懲

い
意
味
に
は
使
わ
れ
て
い
ま
せ
、

ん
。
こ
の
反
対
を
意
味
す
る
言
襯
灘
鑛

葉
が
多
く
、
辞
典
に
記
載
さ
れ
灘
灘
灘
・

い
ま
し
た
。
力
を
誇
示
す
る
武
士
に
は

「
悪
」
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
。

　
地
名
に
使
用
さ
れ
た
「
悪
」
と
水
を

意
味
す
る
「
ア
ク
」
の
語
が
同
様
の
い

い
方
を
す
る
と
は
お
も
し
ろ
い
取
り
合

わ
せ
で
す
。

　
水
は
人
間
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の

で
、
命
そ
の
も
の
、
血
の
ア
カ
と
同
一

視
し
て
い
る
宗
教
は
幾
つ
も
あ
り
ま

す
。
水
の
性
質
は
、
ど
ん
な
場
所
へ
も

姿
を
変
え
染
み
わ
た
り
、
生
き
も
の
を

い
や
し
ま
す
。
こ
の
力
に
昔
の
人
は
神

や
仏
の
力
を
み
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、

そ
の
力
は
、
ど
ん
な
悪
人
を
も
救
い
と

っ
て
漏
ら
す
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら
で
し
ょ

う
か
、
神
仏
や
自
然
に
対
す
る
素
朴
な

畏
れ
を
先
祖
は
地
名
に
付
し
て
い
ま
す
。

平
と
い
い
若
年
な
が
ら
戦
場
で
、
“

活
躍
し
、
そ
の
勇
猛
な
と
こ
ろ
㎝

か
患
源
太
義
平
と
呼
ば
れ
て
、
　
畿
．

　
四
月
二
十
九
日
、
平
成
四
年
度
江
南

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
団
式
が
町
民
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
野
球
、
南
サ
ッ
カ
ー
、
北
サ
ッ
カ
ー
、

南
ミ
ニ
バ
レ
ー
、
北
ミ
ニ
バ
レ
ー
、
ミ

ニ
バ
ス
、
六
つ
の
団
の
子
ど
も
た
ち
は
、

元
気
い
っ
ぱ
い
に
入
場
行
進
を
し
、
立

派
に
結
団
の
誓
い
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
式
典
の
中
で
は
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
に
功
労
の
あ
っ
た
指
導
者
と
保
護

者
に
表
彰
が
行
わ
れ
、
ま
た
平
成
四
年

度
指
導
者
へ
本
部
長
よ
り
委
嘱
状
が
わ

た
さ
れ
ま
し
た
。

団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
町
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
引
き

続
き
団
員
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
健
康
な
心
と

体
を
育
て
な
が
ら
楽
し
く
活
動
し
て
み

ま
せ
ん
か
！

　
特
に
つ
ぎ
の
団
で
は
、
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

●
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

時場
間所

対
象

江
南
町
運
動
公
園

土
曜
　
午
後
一
時
半
～
四
時

日
曜
　
午
前
九
時
～
十
二
時

南
・
北
小
学
校
三
年
生
以
上

の
男
子

●
北
ミ
ニ
バ
レ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

時場
間所

対
象

◎
詳
し
く
は
、

　
　
台
三
六
－
一
五
二
一
内
線
二
三
七

北
小
学
校
体
育
館

土
曜
　
午
後
二
時
～
四
時

日
曜
　
午
後
三
時
～
四
時
半

北
小
学
校
三
年
生
以
上
の
女

子　
　
役
場
内
教
育
委
員
会
へ

ゴ
聾
毒
、

（9）
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問合せ　魯23－2811
■医師による面接・訪問相談

日時毎月第2火曜日
　　　13：00～14：00

場所熊谷保健所問診室
受　付　熊谷保健所　保健婦課

　　　a23－2811

圏　回　囮
国民年金には保険料の

免除制度があります

　　　　国民年金の第1号被保険者は、ご
　　　自分で保険料を納めることになって

　　　います。しかし、いろいろな事情で

　　　保険料納付が困難な人には「保険料

　　　免除制度」があります。

　　　★つぎのような人が保険料を免除さ

　　　　れます…

　　　①法律で定められた要件に該当して

●いるとき〔齪免除〕
　　　　生活保護法による生活扶助や障害

　　　　基礎年金を受けている人

　　　②本人が申請して承認されたとき

　　　〔申請免除〕

　　　　所得が少ない人、病気やケガなど

　　　　でお困りの人、その他特別な理由

　　　　がある人

　　　★免除期間の年金額は…

　　　　この期間は、加入していたものと

　　　　して受給期間に算入されますが、

　　　　年金額を計算するときは、納めた

　　　　場合の％になります。

　　　★免除期間の保険料は…

　　　　過去10年前までにさかのぼって納

　めることができますので、生活に

　ゆとりができたときは追納しまし

　ょう。

★手続きは…

　印かんと年金手帳をもって役場住

　民課年金係まで

人権擁護委員の日

　人権擁護委員制度をご存じですか。

　6日1日は、人権擁護委員法が施

行された日です。

　日本が戦後新しく生まれ変わった

とき、何よりもまず国民の基本的人

権の擁護と人権思想の普及高揚が強

く求められ、基本的人権の尊重を基

調とした日本国憲法が制定されまし
た。

　人権は、人間が平和に生きて行く

上で、最も大切な権利です。自分だ

けでなく、あなたもわたしもみんな

人権が尊重されなければなりません。

つまり人権は共存するものなのです。

　お互いに人権を守って明るい社会

をつくることが、わたしたちの願い

です。

　町には、町長から推せんされ、法

務大臣が委嘱したつぎの人権擁護委

員がおります。

氏名　柴芳夫さん
住所大字柴153番地

電話36－0931

　
　
ん
地
－

　
番
さ
8
8

美
1
0
2

巳
代
2

　
千
一

村
字
6

木
大
3

名
所
話

氏
住
電

　相談は無料で、秘密は守られます。

お気軽にご相談ください。

児童手当制度について

●児童手当の目的

　児童手当は、児童を養育する人

　に手当を支給することにより、家

　庭における生活の安定と、次代の

　社会を担う児童の健全な育成及び

　資質の向上を目的としています。

●児童手当のしくみ

　・支給の対象

　児童手当は、3歳未満の児童を
　養育している人に支給されます。

　ただし前年の所得が一定額以上

　の場合には、所得制限により支

　給されません。

　・児童手当の額

　第1子（平成3年1月2日以後
　　　　　に生まれた児童）

　　　　5，000円（月額）
　第2子
　　　　5，000円（月額）
　第3子以降
　　　10，000円（月額）
　・児童手当の支給

　手当は、毎月2月・6月・10月
　　に、それぞれの前月分までが支

　給されます。

※平成4年1月からの制度改正によ

　り、支給の対象となる児童の年齢

　については、経過措置があります

　ので、くわしくは’住民課福祉係

　までお問い合わせください。

－
騒
R
ヨ
讐
δ
＝

こ
い
の
ぽ
り

鯉
機
光
の
飛
沫
散
ら
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
森
　
清
次

鯉
機
は
た
め
き
交
す
青
き
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
　
正
次

矢
車
は
風
に
鳴
る
鳴
る
い
そ
が
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
　
益
次
郎

過
疎
の
村
矢
車
の
音
清
々
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
島
　
孫
一

雨
あ
が
り
緑
を
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
山
　
芳
久

矢
車
の
音
も
静
か
に
朝
の
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
慎
治
郎

素
晴
ら
し
き
風
に
泳
ぐ
や
鯉
の
ぼ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
　
猪
祐

朝
風
に
は
た
め
き
匂
ふ
吹
流
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
口
文
三
郎

子
は
父
と
な
り
て
端
午
の
日
を
祝
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
久
枝

写
生
児
の
紙
を
は
み
出
す
鯉
概

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
道
子

風
立
ち
て
夢
ふ
く
ら
ま
す
鯉
の
ぼ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ひ
さ

朝
風
に
銀
鱗
跳
ね
る
鯉
の
ぼ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
加
津

鯉
概
お
ろ
し
大
き
な
夢
た
た
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
谷
　
ま
つ

矢
車
や
風
の
い
た
づ
ら
音
み
だ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
沢
　
直
江

俳
句
会
⑳

ε
う
を
命

風
招
き
己
が
身
ま
か
す
鯉
横

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
和
子
α

荒
波
を
乗
り
越
へ
泳
げ
鯉
の
ぼ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

こ
の
気
迫
今
の
世
に
欲
し
武
具
飾
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
と
よ

矢
車
の
音
ほ
ど
鯉
の
泳
が
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
花
枝

腹
一
ぱ
い
風
を
吸
い
込
み
鯉
の
ぼ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ッ
ェ

子
供
の
日
五
歳
で
逝
き
し
子
の
写
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
口
　
米
子

大
空
に
鮮
や
か
に
舞
ふ
鯉
の
ぽ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
岡
　
牧
子

大
空
を
五
色
に
染
め
て
吹
流
し

　
　
　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

高
々
と
家
紋
入
り
た
る
吹
流
し

　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
津
千
代

電
線
に
邪
魔
さ
れ
な
が
ら
鯉
の
ぼ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
文
恵

子
の
夢
を
問
へ
ば
大
な
る
端
午
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
田
乃
芙
子

大
空
に
廻
る
矢
車
休
み
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
泉
　
美
津

わ
が
里
に
ま
だ
あ
る
藁
屋
鯉
の
ぼ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
政
男
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農林学級（6月・7月）

開催日 内　　容 時　　間
15日（月） 家庭菜園を365午後1時30分

日楽しむ（夏作）

18日（木） 梅干の漬け方 午後1時30分
％日（木〉 じゃがいもの 午前10時

料理

5日（日）じゃがいもの 午前10時

収穫

5日（日〉七夕作り 午前10時

　
　
　
　
　

　
　
所
　
月

　
　
務
1
6

　
　
事
O
（

　
　
理
3

　
　
管
2
座

　
民
園
一
講

料
県
公
3
芸

無
噸
蟄
園

　
　
　
　
き

用
付
せ
　
花

　
　
合

費
受
間

容

　　認定講習会

　事業所では、建築延面積300平方

メートル以上で、収容人員30名以上

（特定防火対象物）または500平方

メートル以上で収容人員50名以上（

特定対象物以外の防火対象物〉の場

合、甲種防火管理者の選任が必要で

す。この機会にぜひ受講してくださ

いo

日時6月25日（木）・26日働

　　　午前9時～午後4時30分
場所熊谷市立勤労会館
定員200名（定員になりしだい
　　　締め切ります。〉

受講料　テキスト代として3500円を

　　　申込時に納入してください。

開催日

11日（胸

15日（月）

19日㈹
22日（月）

25日（木）

内

花木の病害虫とその防除法

家庭菜園を365日楽しむ

　　　　　　　（夏作）

簡単な挿し木の密閉挿し

花を良く咲かすアジサイの

せん定

ハナショウブの株分け

※時間は、午後1時30分

対象一般県民
受　付　毎月1日の午前8時30分か

　　　ら行います。

問合せ　大里郡川本町本田5768－1

　　　農林公園内・植物振興セン

　　　ター　台83－2841

　　甲種防火管理者資格

写真二枚（たて4センチメート
　　　ル×よこ3センチメートル、

　　　証明用、六ヵ月以内に撮影
　　　したもの。）

申込5月28日（木）から6月10日（水）

期　日　まで。

　（ただし、土曜日の午後と日曜日

は除きます。）

問合せ　熊谷地区消防本部予防課

　　　倉21－1207

　　英会話（初級）教室

　これから英会話を勉強したい人、

日常的な会話を身につけたい人、大

歓迎！

日時6月23日（火）～7月23日（木）ま

　　　での毎週火、木曜日の10回

　　　①6／23日伏）、②25日（木）、③

　　　30日㈹、④7／2日休）、⑤7

　　　日依）、⑥9日（村、⑦14日依）、

　　　⑧16日（木）、⑨21日依）、⑩23

　　　日（木）の6時30分～8時30分

場所埼玉県熊谷福祉センター
受講料　10，300円（十テキスト代と

　　　して1，000円程度）

定員　30名
申込み　6月6日午前9時から電話
　　　で受付　含21－5421（定員

　　　になりしだい締め切ります）

問合せ　埼玉県熊谷福祉センター

　　　a21－5421

　　痴呆（ぼけ）の相談

●同じことを繰り返し話したり尋ね

　たりする。

●今までできた計算（ひき算・たし
算）を誤ったり、買物でミスをす●

　るようになった。

●性格が変化した（がんこ、怒りっ

　ぽい、くどい、あきっぽくなった
　など）

●衣類がきちんと着られない。

●トイレの水を流し忘れたり、便器

　の外に排尿したりする。

●食事をとった直後でも「食べてな

　い」といって何度も食べる。

●被害妄想が強くなる。　（金・物を

　盗まれた、隠されたなどという）

■保健婦による電話相談

日　時　毎週月曜日～金曜日

　　　9：00～12：00

四
月
中
届
出
　
　
年
齢
　
（
敬
称
略
）

鈴
木
　
此
作
　
　
8
3
歳
　
成
　
　
沢

　
上
田
と
め
7
7
歳
三
本

大
橋
　
正
吉
　
　
74
歳
　
押
　
　
切

松
本
　
定
一
　
　
6
8
歳
　
御
正
新
田

　
増
田
　
て
る
　
　
6
2
歳
　
野
　
　
原

　
吉
野
　
豊
彦
　
　
8
0
歳
　
野
　
　
原

木
村
　
志
あ
　
　
7
1
歳
　
野
　
　
原

　
小
久
保
次
郎
8
3
歳
千
代

12，040

12，010

11，970

人／戸

3，370

3，350

3，330

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

町民のうごき

口

2月　3月　4月　5月

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

四
月
中
届
出
　
　
　
　
（
）
内
保
護
者

成
　
沢

　
　
　
　
み
　
さ
き

　
萩
原
　
美
咲
　
　
二
女
　
　
（
浩
之
）

三
　
本

　
　
　
さ
　
　
や
　
　
か

　
石
田
紗
也
佳
　
　
二
女
　
　
（
康
弘
）

　
　
　
　
ゆ
う
　
た

　
大
場
　
勇
太
　
　
長
男
　
　
（
一
彦
）

樋
春

　
　
　
り
ゆ
う
　
じ

　
小
倉
　
竜
二
　
　
二
男
　
　
（
守
正
）

　
　
　
あ
や
　
の

　
内
田
　
彩
乃
　
　
長
女
　
　
（
高
史
）

小
江
川

　
　
　
　
ち
　
あ
き

　
小
林
　
千
明
　
　
長
女
　
　
（
和
朋
）

　
神
山
あ
り
さ
　
　
長
女
　
　
（
謙
二
）

　
　
　
ち
　
　
え
　
　
み

　
折
居
千
絵
美
　
　
長
女
　
　
（
実
）

　
　
　
　
た
く
み

　
福
田
匠
長
男
（
収
）

パ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー

　
　
　
　
ひ
ろ
の
り

　
野
口
　
寛
典
　
　
二
男
　
　
（
政
樹
）

5月1日　現在

人　口

男
女

世帯

12，029

5，932

6，097

3，388

平成4年　救急出動状況

‡11

救急出動状況 4　月 累　計

交　　　　　通 4件 14件
一　般　負　傷 2件 6件

急　　　　　病 8件 49件
そ　　の　　他 1件 9件

合　　　　計 15件 78件

（11）



　　　　　あい　　　り

栃澤愛里ちゃん
　平成3年6月27日生

　栃澤憲一・栄　さんの

二女（11ヵ月）　御正新田

　「ったい歩きも出来る様

になり、とても目が離せな

くなりました。

　これからも元気でのびの

びと育ってほしいです。

　　　　　のり　　たか

吉野典孝ちゃん
　平成3年7月7日生
　吉野孝之・理恵さんの

長男（10ヵ月）　樋春
　「初めて持たせてもらっ

た厚紙に真剣な顔。

　この後、振り回して顔に

ぶつけそうになり、取り上

げられてしまいました…。」

　　　　　なむ　　　み
町田　尚美ちゃん

　平成3年7月24日生
　町田勝憲・克枝さんの

二女（10ヵ月）　千代
　「ちょっとノ」・さくて、泣

き虫だけど、健康でやさし

い女の子に育ってくれれば

幸せです……。」

　　　　　　　あや
松本　　彩ちゃん

　平成3年6月23日生

　松本公男・道代さんの

長女（11ヵ月）　　　　柴

　「小学生のお兄ちゃんた

ちが遊んでくれてたすかり

ます。

　元気で明るく、やさしい

子に育ってほしい……。」

我
が
家
の
生
産
物
を

使
っ
た
自
慢
料
理

変
わ
り
肉
じ
ゃ
が

市
川
　
久
子
さ
ん
　
（
下
押
切
）

▼
材
　
料

　
ひ
き
肉
・
…
…

　
じ
ゃ
が
い
も
・

玉
ね
ぎ
…
…

　
サ
ラ
ダ
油
・
…

砂
糖
…
：

　
し
ょ
う
油
…
・

酒
…
…
…
…

片
栗
粉
…
…
・

・
　
　
…
一
〇
〇
g

：
　
　
…
…
…
中
四
個

…
…
…
…
…
中
一
個

・
…
…
・
大
さ
じ
一
杯

…
：
大
さ
じ
二
～
三
杯

…
：
大
さ
じ
二
～
三
杯

…
…
…
大
さ
じ
一
杯

…
…
…
：
大
さ
じ
一
杯

熔
昭
発

、
＼
ヤ

▼
作
り
方

囹
じ
ゃ
が
い
も
は
皮
を
む
き
、
ひ
と
口

大
に
切
り
水
に
さ
ら
す
。

囹
玉
ね
ぎ
は
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

囹
な
べ
に
サ
ラ
ダ
油
を
入
れ
て
熱
し
、

み
じ
ん
切
り
に
し
た
玉
ね
ぎ
を
透
き
と

お
る
ま
で
い
た
め
る
。

　
つ
ぎ
に
、
ひ
き
肉
を
入
れ
色
が
変
わ

っ
た
ら
水
切
り
し
た
じ
ゃ
が
い
も
を
加

え
、
油
が
な
じ
ん
だ
所
で
水
（
ひ
た
ひ

た
に
な
る
く
ら
い
）
と
大
さ
じ
二
～
三

杯
の
砂
糖
と
し
ょ
う
油
、
大
さ
じ
一
杯

の
酒
を
入
れ
、
落
と
し
ぶ
た
を
し
て
中

火
で
煮
る
。

囹
い
も
が
柔
ら
か
く
な
っ
た
ら
、
片
栗

粉
を
同
量
の
水
で
溶
い
て
入
れ
、
と
ろ

み
が
つ
い
た
ら
火
を
止
め
て
出
来
あ
が

り
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
喜
ば

れ
ま
す
。

　
梅
雨
が
終
わ
れ
ば
、
き
ら
め
く
太
陽

の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　
梅
雨
明
け
と
ほ
ぼ
前
後
し
て
、
セ
ミ

の
な
き
声
が
き
こ
え
は
じ
め
ま
す
。

　
ヒ
グ
ラ
シ
、
ニ
イ
ニ
イ
ゼ
ミ
、
ミ
ン

ミ
ン
ゼ
ミ
な
ど
、
盛
夏
を
中
心
に
幾
種

も
の
セ
ミ
が
出
そ
ろ
い
ま
す
が
、
一
番

”
夏
ら
し
い
”
の
は
、
や
は
り
ア
ブ
ラ

ゼ
ミ
で
し
ょ
う
。
炎
天
下
、
朝
早
く
か

ら
夕
方
ま
で
ジ
ー
ジ
ー
と
な
く
そ
の
声

が
、
一
層
暑
さ
を
か
き
た
て
ま
す
。

　
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
は
、
北
海
道
か
ら
九
州

ま
で
、
ほ
ぼ
全
国
的
に
見
ら
れ
る
中
型

の
セ
ミ
。
朝
方
の
最
低
気
温
が
寒
い
地

方
で
は
十
八
・
九
度
以
上
に
、
暖
か
い

地
方
で
は
二
十
一
・
二
度
以
上
に
な
る

と
な
き
始
め
ま
す
。

　
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
は
、
他
の
セ
ミ
と
同
様

幼
虫
の
間
土
の
中
で
生
活
し
、
や
が
て

は
い
出
る
と
セ
ミ
ガ
ラ
を
脱
き
捨
て
て

成
虫
に
な
り
ま
す
。

　
成
虫
に
な
っ
て
か
ら
の
寿
命
は
、
わ

ず
か
に
一
週
間
。
幼
虫
と
し
て
土
中
に

い
る
七
年
間
に
比
べ
る
と
、
あ
ま
り
に

も
短
命
で
す
。

　
と
き
に
は
う
る
さ
い
な
、
と
感
じ
る

ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
の
な
き
声
で
す
が
、
短
い

　
　
　
　
　
　
　
お
う
　
か

命
を
精
い
っ
ぱ
い
謳
歌
し
て
い
る
の
だ

と
思
う
と
、
許
せ
ま
す
ね
。
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